
デジタル時計製作 

 

１．研究目的・動機 

(1) 電子工作に興味があり自分でも作ってみたいと思ったから。 

(2) 大学では電子について勉強していくのでその基礎としてやってみたかったから。 

 

２．使用機器 図Ⅰ 

Arduino Uno R3 本体 １個  

USBケーブル  １本 

液晶ディスプレイ  １個 

リアルタイムクロック  １個 

ブレッドボード  １個 

ジャンパーピン(オス-オス)  １６本 

ジャンパーピン(オス-メス)  ４本 

20kΩ可変抵抗  １個 

 

３．作業内容 デジタル時計の製作 

(1) デジタル時計の配線図            図Ⅰ 今回の課題研究で使った道具 

 

 

図Ⅱ 時間計測の際に使った配線図 

 

 

 

 

 

 



＜１学期＞ 

材料購入・Arduinoの使い方復習 

LEDの点滅練習・LCD（液晶ディスプレイ）に文字を表示 

＜２学期＞ 

実際に回路を組む 

RTC（リアルタイムクロック）を用いた時間計測 

LCD（液晶ディスプレイ）に時間を表示 

＜３学期＞ 

PowerPoint作成 

 

４．プログラムの一部 

 
５．感想・まとめ 

今回自分は１年生の実習でした Arduinoの延長線上として

デジタル時計を製作した。最後に Arduinoの実習をしたの

が、１年生のころだったので操作方法を忘れてしまってい

た。ですが、１学期に液晶ディスプレイに文字を表示する練

習や LEDの点滅練習をおこなったのである程度 Arduinoの操

作方法を思い出すことができた。デジタル時計の製作中困っ

たことがあった。それは、実行結果が液晶ディスプレイに表

示されなかった。自分で解決策を探してもわからなかったの

で先生に聞いてみると、可変抵抗器を回すことによって画面

の大きさを変えられることがわかった。 

図Ⅲ 時間計測の表示結果 


